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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、腰部多裂筋の筋血流動態を確認し腰痛との関連性を明らかにするこ
とである。予定したニードルセンサによる測定は、侵襲性やコストの問題から計画通りに進まなかった。また、
脊柱変形や高齢者では、歩行時に痛みを誘発するため、従来の有線の機器では限界があった。その後、某企業に
おける無線での機器を用い、研究を進めることができた。超音波診断装置を用いて、腰部多裂筋の位置を測定し
た。腰椎部では、表層から椎間関節までが平均30mm程度であることが確認できた。測定機器は、表層から約2～
3cm深部までの腰部多裂筋の筋血流動態が測定でき、筋内圧が変動する姿勢や動作における筋血流動態を確認し
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose is to confirm the muscle blood flow dynamics of the lumbar 
multifidus muscle and clarify the relationship with low back pain. Measurement with the scheduled 
needle sensor did not proceed as planned due to invasiveness and cost problems. Also, spinal 
deformity and elderly people induce pain during walking, so there was a limit in conventional wired 
devices. After that, we were able to proceed with research using equipment in the wireless of a 
certain company. Using the ultrasonic diagnostic apparatus, the position of the lumbar multifidus 
muscle was measured. In the lumbar region, it was confirmed that the average distance from the 
surface layer to the facet joint was about 30 mm on average. In the measuring instrument, the muscle
 blood flow dynamics of the lumbar multifidus muscle from the surface layer to the depth of about 2 
to 3 cm can be measured, and the muscle blood flow dynamics in the posture and movement in which the
 intramuscular pressure changes are confirmed.

研究分野：理学療法学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
腰痛全体の 85%を占める非特異的腰痛の
原因には、多岐に渡る原因があるが、その中
でも筋・筋膜性の要因が大きく、傍脊柱筋群
の機能異常に関する報告が多い。特に背側の
深部に位置する多裂筋の機能異常が注目さ
れている。腰痛者の多裂筋は、疲労し易く、
持久力が低下し、筋活動が低下し易いために、
筋のタイトネスを引き起こし、筋組織の血流
障害を生じさせる。そこで、この多裂筋の血
流状態を把握することは、非特異的腰痛の評
価と治療に影響し、腰痛保有率を軽減させる
ことに繋がると考えた。 
 
２．研究の目的 
最終目標は、腰痛で最も多い非特異的腰痛
の原因を探求し、その改善・予防方法を明ら
かにすることである。 
腰部多裂筋に着目し、１）腰部多裂筋の位
置関係を明らかにすること、２）健常者にお
ける腰部多裂筋の筋動態（筋厚・筋輝度・筋
血流）を明らかにすること、３）健常者と腰
痛者における腰部多裂筋の筋動態の違いを
明らかにすること、４）腰痛者における改
善・予防方法を明らかにすること、を中間目
標とした。 
 
３．研究の方法 
１）腰部多裂筋の位置の測定：超音波診断装
置を用いて、第 2腰椎～仙骨における棘突起
から隣接の最長筋までの距離と表層から最
下端部までの距離を測定した。 
２）３）健常者、高齢者、腰痛者における多
裂筋等の筋動態を測定した。超音波診断装置
で、筋厚・筋輝度を測定し、筋電図で筋収縮
を測定した。また、携帯型近赤外線組織酸素
モニタ装置を用いて、筋血流循環動態を測定
した。 
４）腰痛を伴う重度脊柱後弯変形患者に対し
て 3ヶ月の理学療法（教育・運動）を介入し
て効果判定した。 
 
４．研究成果 
１）棘突起から隣接の最長筋までの距離：第
2 腰椎は 4mm、3 腰椎は 9mm、4 腰椎は 14mm、
5 腰椎は 25mm、PSIS は 37mm であった。表層
から椎間関節までの距離（多裂筋の深さ）：
平均 30mm であった。 
２）３）①腰部多裂筋の安静時筋厚は、非疼
痛側よりも疼痛側が有意に低値であった。し
かし腹横筋は有意差が無かった。②体幹保持
時間は、腰痛なし群に対して腰痛あり群が有
意に小さかった。また、筋活動は腰痛なし群
に対してあり群が有意に大きかった。③腰部
多裂筋の筋厚変化率は、疼痛の有無に関わら
ず腹部ホローイングよりも腹部ブレーシン
グ時が有意に高値であった。しかし腹横筋は
有意差が無かった。④若年者と高齢者の多裂
筋の筋厚には差は無かったが、筋輝度には有
意な差があった（高齢者の筋の質の低下）。

⑤酸素化ヘモグロビン値および総ヘモグロ
ビンは、腹臥位から体幹伸展時に上昇し、座
位および立位体幹屈曲（60度）時に下降する。
また、座位および立位体幹後屈（20 度）時に
は大きな変化は無かった。座位および立位屈
曲時は、腹臥位伸展時と比較して有意に低値
であった。 
 

 
 
４）介入によって、JOABPEQ（QOL）の疼痛関
連・腰椎機能・歩行機能・社会生活と 6分間
歩行テストが有意に改善した。しかし、筋力
（下肢・体幹）、TUG、片脚立位や脊柱アライ
メントには改善が無かった。 
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